
 

 

 

 

 

 

 

 

甲：課程博士 

学位論文申請の手引き 
 

 

・予備審査の提出書類 

 

・論文調査の提出書類 

 

・学位論文等の作成要領 

 

       

 

 
 
 
 

 

 

  令和８年４月 

  九州大学芸術工学部学務課教務係 

 

 

 

 



１．課程博士の審査資格について 

    芸術工学府博士後期課程を修了するには、定められた期間在学し、所定の科目を１０単位以上取得

し、かつ必要な研究指導を受け、博士論文の審査及び最終試験に合格することが必要です。課程博士

の学位申請機会は年に４回あり、申請者は、「予備審査」及び「論文審査」の２回の審査に合格する必

要があります。論文審査には、予備審査の合格者のみが臨むことができますので、申請者はまず予備

審査に申請してください。なお、予備審査の申請に当たり、学位請求者が第一著者である査読を受けた

論文が１編以上必要です。 

 

２．令和８年度 学位審査スケジュール 

予備審査に必要な書類の提出期限 4 月 30 日 (木) 6 月 30 日 (火) 10 月 30 日 (金) 2 月 2 日 (火)

予備審査

予備審査結果通知

論文調査に必要な書類等の提出期限 7 月 8 日 (水) 10 月 5 日 (月) 1 月 12 日 (火) 4 月 5 日 (月)

論文調査、最終試験・学力の確認（公聴会）

論文最終稿（PDF）提出期限 8 月 31 日 (月) 11 月 10 日 (火) 2 月 22 日 (月)

学位授与の審議 9 月 9 日 (水) 11 月 18 日 (水) 3 月 3 日 (水)

学位授与決定通知

学位記授与式 9月25日（金） 3月25日（木）

7月11日～8月30日 10月8日～11月9日 1月15日～2月21日

9月15日頃 12月15日頃 3月15日頃

5月14日～6月8日 7月9日～9月7日 11月12日～11月30日 2月11日～2月28日

6月19日頃 9月18日頃 12月11日頃 3月12日頃

課程博士（甲）・論文博士（乙）共通

2026年9月授与 2026年12月授与 2027年3月授与 2027年6月授与

 

 

■ 注意事項 

１．書類の提出期限はいずれも１７時まで、提出先は芸術工学部学務課教務係窓口となります。 

２．学位の区分は、課程博士は「甲」です。 

３．審査の日時や場所、学力の確認方法は研究指導教員等にお問い合わせください。 

４．予備審査結果は芸術工学部学務課教務係より、論文調査の結果及び学位授与の詳細については 

５．大学本部よりご連絡します。



３．審査に必要な書類 

 

３－１．予備審査に必要な書類 

予備審査申請書及び主論文は、研究指導教員の承認を得た上で提出願います。 

申請に係る各種様式については、学務課教務係へメールでご請求ください。 

データと記載があるものはメールで、その他は原本をご提出ください。 

 

３－２．論文審査に必要な書類 

予備審査の合格者は、論文調査に必要な書類等の提出期限までに以下の書類を提出してください。 

なお、予備審査申請時に提出した書類に変更がある場合は、そちらも併せて提出してください。 

① 学位論文審査願データ １通 
所定の様式を用いて作成の上、電子データ（Wordファイル）を

提出すること。 

② 主論文（博士論文） 
審査員の 

人数分 
ソフトカバーにより製本する。フラットファイルの利用も可。 

③ 主論文データ １通 主論文全文を１つに統合してPDFデータで提出すること。 

④ 
学位記に記載する氏名等

についてデータ １通 
所定の様式を用いて作成の上、電子データ（Wordファイル）を

提出すること。 

３－２の提出書類により総長あて学位論文の審査を願い出ます。 

以降論文タイトルの変更はお受けできません。 

 

 

 

① 予備審査申請書データ １通 
所定の様式を用いて作成の上、電子データ（Wordファイル）を提

出すること。 

② 主論文（博士論文） 
審査員の 

人数分 

審査員の人数は、事前に指導教員に確認のこと。 

ソフトカバーにより製本する。フラットファイルの利用も可。 

③ 主論文データ １通 主論文全文を１つに統合してPDFデータで提出すること。 

④ 
参考論文 

又は参考作品の説明書 

審査員の人数

分＋事務保管

用１通 

参考論文には、第一書者である査読を受けた論文を１編以上含

むこと。参考作品の説明書には、作品の学術的な意義と受賞等

の社会的評価の根拠を示すこと。 

⑤ 
参考論文提出同意書 

又は参考作品提出同意書 

共著者又は 

共同制作者 

ごとに１通 

参考論文に共著者又は参考作品に共同制作者がいる場合は、

所定の様式を用いて作成の上、提出すること。 

⑥ 論文目録データ １通 

所定の様式を用いて主論文と同じ言語で作成の上、電子データ

（Wordファイル）を提出すること。論文名が英語の場合は、和訳

をカッコ書きで付記すること。 

⑦ 論文要旨データ 
和文及び英文 

各１通 

所定の様式を用いて作成の上、電子データ（Wordファイル）を提

出すること。A4サイズ1頁に2000字程度（最大２頁以内を目安）。 

⑧ 履歴書データ １通 
所定の様式を用いて作成の上、電子データ（Wordファイル）を提

出すること。 

⑨ 
成績証明書 

又は単位修得見込証明書 
１通 

10単位修得していない者については、単位修得見込証明書を

所定の様式を用いて作成の上、提出すること。 



３－３．論文調査（公聴会）後に提出する書類 

 

 

４．学位論文等の作成要領 

 

甲：課程博士に係る学位論文の作成は、この作成要領によるものとする。 

１．規格は、Ａ４判とする。 

２．論文は、フラットファイル等によるソフトカバー（普通紙）で構わない。 

３．表紙と背表紙、内表紙の記載事項は次のとおりとする。 

 

 （１）表紙と背表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表紙と背表紙には、論文名と名前のみを表記する。「論文名」はすべて一致させること。 

 

（２）内表紙 

 

論  文  名 

 論文名の英訳 

 

 

 

 
氏  名   

 ローマ字名  
 20XX年○月 

・内表紙には、論文名が英文の場合は和訳を記載すること。 

・氏名は日本人の場合はローマ字名（例）九大 太郎→Taro Kyudai）を併せて記載し、外国人の場合

は、カタカナ（または漢字）で名前を記載し、英文字での名前を併せて記載すること。 

・日付は、学位授与の月で表記してください。（例えば･･･３月授与の場合は、２０２７年３月）

① 主論文データ １通 主論文全文を１つに統合してPDFデータで提出すること。 

② 論文要旨データ １通 
所定の様式を用いて作成の上、電子データ（Wordファイル）を提

出すること。A4サイズ1頁に2000字程度（最大２頁以内を目安）。 

③ 
博士論文のインターネット 

公表確認書データ 
１通 

所定の様式を用いて作成の上、電子データ（Wordファイル）を提

出すること。 

背表紙  表紙 

論 
文 

名 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏 

名 

  

論 文 名 

 

 

 

 

 

 

氏 名 



 

 

別記様式第３号 

〇 年 〇 月 〇 日 

 

 九州大学大学院芸術工学府長 殿 

 

九州大学大学院芸術工学府 

芸術工学（デザインストラテジー）専攻博士後期課程 

〇〇年入学 

学生番号 

氏  名  ○○ ○○ 注１ 

 

 

予 備 審 査 申 請 書 （課程博士） 

 

 

 このたび の学位の予備審査を受けたいので、九州大学大学院芸 

 

 

術工学府の学位の審査に係る内規第１１条第１項の規定に基づき、下記の学位論文に関係書 

 

類を添えて提出いたします。 

 

記 

 

学位論文題目 ○○○○○○○○ 注３ 

 

 

研究指導教員 

 氏 名 ○○ ○○ 注４ 

博士（芸術工学） 

 

博士（工  学） 

注１ 「履歴書の氏名欄」に記載されている氏名表記（日本国籍の者の場合は漢字、外国籍の者の

場合はカタカナもしくはアルファベット。）を用いること。 

 

注２ 指導教員と相談の上、どちらかの学位を選択すること。 

 

注３  主論文の「論文題目」は、本文と同じ言語によるものとする。 

外国語の場合、和訳を（ ）カッコ書きで付記すること。 

以下の①～④に記載する「論文題目」は全て同一であること。 

 ①論文の「表紙」および「背表紙」 ②論文の「中表紙（あれば）」 ③論文目録 ④論文要旨 

論文題目が外国語の場合、 大文字・小文字といった表記も同一とすること。 

 

 注４ 押印不要。ただし、提出許可は得ておくこと。 

  

記入例 

注２ 



 

参 考 論 文 提 出 同 意 書 

   

  

 ○○ ○○氏が学位請求のため、参考論文として提出する論文のうち、私と共著の下記部分につ

いては、○○○○氏の学位論文とすることに同意します。 

 

記 

 

１ ○○○○○○○○ 

   ○○雑誌  第○巻 第○号（○年 ○月） 

   ○ページ ～ ○ページ 

 

２ ○○○○○○○○ 

   ○○雑誌  第○巻 第○号（○年 ○月） 

 

３ ○○○○○○○○ 

   ○○雑誌  投 稿 中 

            

   

 

 

 

 

 

○ 年 ○ 月 ○ 日 

       共著者  ○○ ○○  印または署名 

 

 

 

 

 

  

記入例 



             

      論 文 目 録 

氏 名 ○○ ○○ 注１ 

 

主論文 １編 １冊  

  題 名  ○○○○○○○○ 注２    

 

大部は、○○雑誌 第○巻 第○号（令和○年○月○日）に公表済 注３ 

            ：               ： 

残部は、○○雑誌 第○巻 第○号（原稿枚数○枚）（令和○年○月○日）に公表予定 

            ：            

 

参考論文  ○編 ○冊 

  題 名  

   １ ○○○○○○○・・・・・ 

○○雑誌 第○巻 第○号     （令和○年○月○日） 

  共著者 ○○○○、○○○○、○○○○、○○○○ 

   ２ ○○○○○○○・・・・・ 

掲載サイト ○○○○○○  http://□□□□□□□□ （令和○年○月○日） 

  共著者 ○○○○、○○○○、○○○○ 

   ３ ○○○○○○○・・・・・ 

○○雑誌 第○巻 第○号 （原稿枚数○枚）（令和○年○月○日）に公表予定 

  共著者 ○○○○、○○○○、○○○○ 

・「主論文」とは博士論文のことで、「参考論文」とは査読を受けた論文及びその他の論文等の総称である。 

注１ 「履歴書の氏名欄」に記載されている氏名表記（日本国籍の者の場合は漢字、外国籍の者の場合は 

カタカナもしくはアルファベット。）を用いること。 

注２ 主論文の「論文題目」は、本文と同じ言語によるものとする。 

外国語の場合、和訳を（ ）カッコ書きで付記すること。 

以下の①～④に記載する「論文題目」は全て同一であること。 

① 論文の「表紙」および「背表紙」 ②論文の「中表紙（あれば）」 ③論文目録 ④論文要旨 

論文題目が外国語の場合、 大文字・小文字といった表記も同一とすること。 

注３ 主論文（博士論文）の内容が既に対外的に認知されているかを知るため公表状況を記載すること。 

主論文・参考論文ともに公表年月順に列記する。 

１）未公表
．．．

の論文の場合は、公表予定の「方法」「時期」「原稿枚数」を記入する。 

公表予定がない場合、投稿予定を記載する。 

公表予定を記載する場合は、公表時期が決まり次第連絡すること。 

  ２） 参考論文がインターネット上のみで公表されるものを記載する場合は、「掲載されるサイトの名称」､ 

「ＵＲＬ」､「公表の時期」､「共著者名」を記載すること。 

※ 参考「学位規則第２４条 博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された日から１年以内に、当該博士の
学位の授与に係る論文の全文を公表しなければならない。ただし、当該博士の学位を授与される前に既に公表したとき
は、この限りでない。」 

  

区分 甲 

記入例 



 

氏 名 ： ○○ ○○ 注１ 

 

論文名 ： ○○○○○○○○  注２ 

 

区 分 ： 甲 

 

 

論 文 内 容 の 要 旨 

 

 論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨

論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨... 

 

 

・要旨は 和文 と 英文 の両方を作成し、それぞれ別葉とする。 

・１行の字数は４４字、行数は４２行。 

・Ａ４サイズ、余白は左右２０mm 、上下２５mm 程度とし、ページ数は記入しないこと。 

・「論文内容の要旨」の文字サイズは１２ポイント（センタリングしておくこと）。 

・本文の文字サイズは１０.５ポイント。 

・2000字程度（最大２頁以内を目安）にまとめる。 

・和文は明朝体（MS明朝又は MSP明朝）、 英文は Century等とする。 

・主論文の使用言語で記述した論文要旨（和文の博士論文ならば和文の要旨。英文の博士論文なら

ば、英文要旨。）は、そのまま論文要旨集へ掲載されるので、誤字・脱字がないようにチェックす

ること。また、要旨に図を付する場合は、モノクロになることを前提に作成する。 

 

注１ 「履歴書の氏名欄」に記載されている氏名表記（日本国籍の者の場合は漢字、外国籍の者の場合は 

カタカナもしくはアルファベット。）を用いること。 

 

注２ 主論文の「論文題目」は、本文と同じ言語によるものとする。 

外国語の場合、和訳を（ ）カッコ書きで付記すること。 

以下の①～④に記載する「論文題目」は全て同一であること。 

① 論文の「表紙」および「背表紙」 ②論文の「中表紙（あれば）」 ③論文目録 ④論文要旨 

論文題目が外国語の場合、 大文字・小文字といった表記も同一とすること。 

（例／論文題目が外国語の場合の表記の一致について） 

（a） Molecular Analyses of Early Embryogenesis in ～ 

（b） Molecular analyses of early embryogenesis in ～ 

（c） MOLECULAR ANALYSES OF EARLY EMBRYOGENESIS IN ～ 

例えば（a）にする場合は、全て（a）に統一する。 

  

記入例 



 

 

         履  歴  書 

（ふりがな） 

氏  名 

生年月日 

 

きゅうだい たろう  ホァンツ ウェイ  モハメッド アブドゥル 

九大 太郎   Hyang Chih Wei   Mohammed Abdul 

Kyudai Taro     黄 志 偉 

平成 XX（19XX）年 X 月 X 日生 

 男  

 

 女 

本  籍 

（都道府県名） 

＊都道府県名のみを記載する。 

＊外国籍者は国籍（国名）を記載する。 

現 住 所 

〒□□□－□□□□ 

○○県○○市○○区○○ □－□－□ ○○○アパート □□□号室 

 

学 歴 令和 2 年 3 月 23日注１ 九州大学芸術工学部○○○学科 卒業 注２ 

令和 2 年 4 月 1 日   九州大学大学院芸術工学府芸術工学専攻 修士課程 入学 

令和 4 年 3 月 23日   同上  修了 

令和 4 年 4 月 1 日 九州大学大学院芸術工学府芸術工学専攻 博士後期課程 進学 注３ 

現在に至る 在学中の場合                                         

       

注１日付は年月だけではなく「日」まで記載すること。 

例「令和 2年 3月 23 日」○「令和 2年 3月」× 

注２大学卒業から記載すること。（前歴は不要） 

注３他大学の大学院修士課程修了者は「編入学」と記載すること。 

中途退学は「退学」、在学期間３年で単位を全て修得した上での退学は「単位修得退学」と 

区別して記載すること。 

注４研究生歴は学歴ではなく、研究歴に含めること。 

 

職 歴  令和 2 年 4 月 1 日  ××株式会社 採用（営業職） 

令和 3 年 4 月 1 日 ◎◎株式会社（旧名××会社 令和 2 年 4 月 1 日社名変更） 

○○研究所 配置換（研究職） 

令和 4 年 3 月 31 日 同上 退職 

令和 5 年 4 月 1 日 日本学術振興会特別研究員採用 

現在に至る 在職中の場合 

 

 ※職歴がない場合は、「なし」と記載する。 

※日本学術振興会特別研究員の期間は、職歴に記載し、研究歴では大学院在籍の形で記載する。 

 

研究歴  令和○年○月○日～令和○年○月○日 

 ○○大学○○学部において研究生として○○○○○について研究 注４ 

令和○年○月○日～令和○年○月○日   

九州大学大学院芸術工学府芸術工学専攻 修士課程において○○○○について研究 

 

 

（履歴書記入例：次項に続きます） 

 

 

区分 甲 

記入例 



（履歴書記入例：前項からの続きです） 

 

令和○年○月○日～令和○年○月○日 

 ○○株式会社○○研究所及び○○研究所において○○○○○について研究 

 

令和○年○月○日～  

九州大学大学院芸術工学府芸術工学専攻 博士後期課程において○○について研究 

現在まで 継続中の場合 

 

※大学院（修士及び博士）在学中の研究内容も研究歴に記入してください。 

※研究した事項とその期間を明記すること。学歴及び職歴に記載した期間中に研究歴に当たるも

のがある場合は、それも記載すること。 

※研究生歴は、研究歴にのみに記載し、学歴には記載しないこと。 

※専修生や内地留学等は研究歴として可。聴講生や研究室出入等私的なものは不可。 

 

上記のとおり相違ありません。 

                       令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

（氏名） ○○ ○○ 

  

 

 

【参考】 

九州大学の大学院名については次のようになります。 
 
平成１１年度入学者（～H12.3.31）までは「○○○研究科」で、それ以降は「○○○学府」 

 

また、九州芸術工科大学と九州大学の 大学院の修了日（＝修了式の日）は以下のとおりです。 
 

平成１１年３月１８日、平成１２年３月１７日、平成１３年３月１６日、平成１４年３月１８日、 

平成１５年３月１８日、平成１６年３月１８日、平成１７年３月２５日、平成１８年３月２７日、 

平成１９年３月２６日、平成２０年３月２５日、平成２１年３月２４日、平成２２年３月２５日、 

平成２３年３月２４日、平成２３年９月２６日、平成２４年３月２７日、平成２４年９月２４日、 

平成２５年３月２６日、平成２５年９月２４日、平成２６年３月２５日、平成２６年９月２５日、 

平成２７年３月２５日、平成２７年９月２５日、平成２８年３月２５日、平成２８年９月２６日、 

平成２９年３月２４日、平成２９年９月２５日、平成３０年３月２０日、平成３０年９月２５日、 

平成３１年３月２０日、令和元年９月２５日、令和２年３月２３日、令和２年９月２５日、 

令和３年３月２４日、令和３年９月２４日、令和４年３月２３日、令和４年９月２２日、 

令和５年３月２０日、令和５年９月２５日、令和６年３月２５日、令和６年９月２５日、 

令和７年３月２５日、令和７年９月２５日、令和８年３月２５日 

  



氏 名 

１）日本国籍者の氏名については、ふりがな・漢字・アルファベットを、外国籍者の氏名については、

カタカナ・アルファベットを必須とし、漢字もあれば記載すること。 

（氏名の順番等は、パスポートや在留カードと照合し、学籍氏名も含めてできるだけ統一させる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「履歴書の氏名欄」に記載されている表記を博士学位論文審査申請関係書類における氏名の基準

とする。よって、関係書類は「履歴書の氏名欄」に記載されている氏名表記のうち、漢字・カタ

カナ・アルファベットのいずれかを用いて作成すること。 

  

３）氏名表記に使用する漢字は、日本国の常用漢字とする。 

 

生 年 月 日 

「和暦」及び「西暦」を記載する。  

（例）昭和５１（１９７６）年１月１日 

    平成 ２（１９９０）年１月１日 

 

本 籍（都道府県） 

都道府県名（外国籍者は国籍（国名））のみを記載する。 

国名は、在留カードにある国名表記を原則とする。 

中華人民共和国→「中国」、大韓民国→「韓国」など。 

 

現 住 所 

住民票に記載されている住所を都道府県名から記載する。 

郵便番号、団地名、宿舎名、番号等を正確に記載すること。 

提出後変更があった場合は、速やかに届け出ること。 

 

学 歴 

１）新制大学卒業以後または最終学歴から、年月日の順を追って正確に記載すること。 

 

２）入学・修了等の年月日に合わせて、大学名、学部・研究科名、学科・専攻名、修士課程・博士課

程・博士後期課程の別を記載する。学科名や専攻名の記載が抜けていることがあるので注意する

こと（特に外国の大学を卒業・修了した場合）。 

 

３）本学における大学院入学・進学の区分に注意する。 

在籍中の場合は、「現在に至る」とし、中途退学は「退学」、単位修得の上退学は「単位修得退

学」と区別して記載する。 

 

４）研究生歴は学歴に含めない（研究歴に含める）。 

 

（例） 

①日本国籍の場合    ②中国・韓国等（漢字圏）の場合  ③欧米等（非漢字圏）の場合 

きゅうだい たろう    ホァンツ ウェイ (ｶﾀｶﾅ)      モハメッド アブドゥル (ｶﾀｶﾅ) 

九大 太郎        Hyang Chih Wei  (ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ)    Mohammed Abdul (ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ) 

Kyudai Taro        黄 志 偉      (漢字) 



職 歴 

１）年月日の順を追って、採用・退職・職種等を記載する。 

在職中の場合は、最後に「現在に至る」を記載する。 

 

２）常勤の職について記入する。 

但し、非常勤の職であっても、特に研究に関するものについては記載できる。 

 

３）職歴がない場合は、「なし」と記載する。 

 

４）日本学術振興会特別研究員の採用期間は、職歴に記載し、研究歴では大学院在籍の形で記載す

る。 

 

５）在職中の会社や組織の名称変更がある場合は、以下のように記載する。 

（例）「△△会社（旧名××会社 平成○年○月○日 社名変更）」 

「××会社（平成○年○月○日 △△会社に名称変更）」等 

 

６）九州大学での TA（ティーチング・アシスタント）及び RA（リサーチ・アシスタント）は職歴

には記載しない。 

 

研 究 歴 

１）研究した事項とその期間を明記すること。学歴又は職歴に記載した期間中に研究歴に当たるも

のがある場合は、それについても記入すること。 

 

２）修士課程の期間から研究歴に含めることができるが、学部は含めない。 

但し、研究生の期間を含めることができる。その際、「研究生として」を必ず記載する。 

 

３）同一研究歴が複数の組織にまたがる場合は、組織名を「及び」で結んでまとめて記載しても良

い。 

（例）九州大学大学院芸術工学府および日立製作所中央研究所において、△△に関する研究 

 

４）研究継続中の場合は、「現在まで」と記載する。 

 

５）RA（リサーチアシスタント）は研究歴に含めることもあるが、九州大学での RA については、

研究歴に含めない。（TA は研究と関係ないので含めない。） 

 

６）個人的に研究室にて指導を受けた場合については、研究歴に含むことができない。 

（研究生として在籍すべきであることが理由） 

 

 



 

注１ 入学年度は、修士課程から継続して博士後期課程に進学した方は、「修士課程入学の年」を記

入すること。他大学大学院修士（博士前期課程）修了後、本学大学院博士後期課程へ編入学

する場合は、「博士後期課程編入学の年」と記入すること。 

注２ 「履歴書の氏名欄」に記載されている氏名表記（日本国籍の者の場合は漢字、外国籍の者の

場合はカタカナもしくはアルファベット。）を用いること。 

注３ 主論文は 3通提出するが、この欄は「1編 1冊 1通」とすること。 

注４ 参考論文は各々3通提出するが、この欄は「1通」とすること。 

＊「○編○冊○通」について、「編」は論文数、「冊」は論文の冊数。上下巻や本編・資料編に分

かれている場合は２冊となる。 

「通」は提出数であるが、「学位論文審査願」の参考論文は「○編○冊 1 通」と記入する。 

 

 

 

  

区分 甲 

 

 令和  年  月  日  

                                

 

九州大学大学院芸術工学府長 殿 

 

芸術工学府 芸術工学（デザインストラテジー）専攻 

令和 ○ 年 入学 注１ 

氏 名  ○○ ○○ 注２  

                      

 

学 位 論 文 審 査 願 

 

 

    このたび博士の学位を受けたいので、九州大学学位規則第８条により、下記のとおり 

※早期修了者は「第８条第２項」とすること 

関係書類を添え、学位論文を提出いたしますから御審査ください。 

 

記 

 

１ 主 論 文   １編  1冊  1通 ※ここはこのまま変更しないでください 注３ 

  

２ 参考論文    3 編  1冊  1通 注４ 

 

３ 論文目録 

 

４ 論文要旨 

 

５ 履 歴 書 

 

記入例 



（様式７） 

別   紙 

学位記に記載する氏名等について【記入例】 
 

〈漢字氏名〉 

※フォントは「HG 正楷書体-PRO」です。 

（例：日本人）高橋 太郎 

（例：留学生）华 雪峰 

〈カナ氏名〉 

※フォントは「HG 正楷書体-PRO」です。 

（例：日本人）タカハシ タロウ 

（例：留学生）カ セツホウ 

〈英字氏名〉 

※フォントは「HG 正楷書体-PRO」です。 

（例：日本人）TAKAHASHI Taro 

（例：留学生）HUA XUEFENG 

授与決定通知 

送付先メールアドレス 

※「 s.kyushu-u.ac.jp 」以外

のアドレスであることが望ま

しい。 

 

※本学修了後も継続して使用できるメールアドレスを記

載すること。 

     

＊本様式に記載されている文字を学位記に記載しますので、各項目を正確に漏れなく記載願います。 

＊学位記は原則として再発行しないことを鑑み、学位記の氏名表記（漢字や表記順等）は、申請者の希

望により、学籍等との表記とは一致せずとも良いものとします。ただし、学籍の氏名表記と異なる表

記とした場合、本学が発行する各種証明書の氏名表記と学位記の氏名表記に差異が生じる可能性があ

り、また、差異が生じた際の同一人物であることの証明は、申請者本人が行うこととしますのでご留

意ください。 

＊和文学位記の氏名表記 

  日本国籍及び漢字圏の外国籍の場合＝「漢字氏名」欄の表記を使用 

  漢字圏以外の外国籍の場合＝「カナ氏名」欄の表記を使用 

＊英文学位記 

  日本国籍者の場合＝「英字氏名」欄の表記を使用。 

・ヘボン式ローマ字とすること。（パスポートを取得している人はパスポートどおり） 

・表記順は姓→名とし、姓は全て大文字、名は頭文字のみ大文字とする。 

（例）九大 太郎 → KYUDAI Taro 

  外国籍者の場合＝「英字氏名」欄の表記を使用。 

・文字の記載は原則としてパスポートどおりとすること。 

・原則すべて大文字とする。 

・表記順は希望（出身国の慣習等）でも可とする。 

＊氏名に PC・ワープロ等で出力されない異体字等が含まれる場合は、手書きで記載願います。ただし、

異体字等は本学が発行する各種証明書の表記に用いることはできない可能性があり、学位記との表記

に差異が生じる可能性があることについてご留意ください。 

＊旧姓使用又は通称名使用に伴い、上記氏名が学籍（戸籍）氏名と異なる場合は、「学位記記載の氏名

表記届」を併せて提出願います。 

＊授与決定通知は、学位授与が決定次第、上記メールアドレスに送付します。 


